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1.は じめ に

　 筆 者 は,「 か らだ の 教 育 の 検 討 　 一 か ら だ の

気 づ きを め ぐ る ダ ンサ ー の た め の ボ デ ィ ワー ク

(原 田1997)」 以 降,「 か ら だ の 使 い 方 」 に 関 す

る研 究 を発 表 して きた0本 稿 は,「 東 西 の 身 体

諸技 法 の 展 開(2006a)」 お よび 「身体 技 法 と は

何 か(2007)」 の 内 容 を 踏 ま え,語 義 につ い て

補 追 す る もの で あ る 。 具 体 的 に は,ボ デ ィ ワー

ク の語 義 に つ い て,そ れ を軸 に 身体 技 法 と ソマ

テ ィ ク ス(somaties)と を対 照 して 再 検 討 す る。

　 そ も,語 義 に こ だ わ っ た研 究 の発 端 は,自 ら

の 研 究 を 英 語 で発 表 す る 際 に 「か らだ 」 を ど う

訳 す る か に 発 す る 。 結 局,"Karada(The

Whole　 Self)"と 表 し た(原 田1996)讃 。 こ の

問 題 意 識 が,雑 誌 や 一 般 書 物 だ け で な く,専 門

誌 に お け る語 の 適 切 な使 用 に 対 して敏 感 に させ

た。 本 研 究 は,身 体 技 法,ボ デ ィワ ー クや こ れ

ら と 同 じ よ う に用 い られ て い る ソ マ テ ィ ッ ク ・

プ ラ ク テ ィ ス(somatic　 practice),ボ デ ィ ゥ ェ

イ ズ(bodyways)ら に お け る適 切 な語 の 使 用

に 資す る こ と を 目的 とす る 。

　 以 下,既 発 表 の 語 義 も踏 ま え述 べ て ゆ くこ と

に す る。 まず,bodyの 訳 の 問 題 に 絡 ん で 日本

語 表 記 に つ い て確 認 して お き た い 。

2.「karada」 とい う語の文掌表記について

　ボデ ィ(Body)と 「karada　Gヨ本語の音声

としてのか らだを指す語 として用いる)」 の語

義は異 なる。漢字伝来以前の 日本には文字がな

く,音 声としての言語だけがあった。中国大陸

から漢字が伝来した後,そ れ以前の音声 として

の言語 すなわち大和言葉に漢字をあてて,さ

ら に 漢 字 か ら 「仮 名(か な)」 を創 りだ し,現

在 の 「漢 字 ・仮 名 混 じ り」 の 日本 語 が で き て き

た 。

　 大 和 言 葉 で は,「 人 間 や 動 物 の 頭 か ら足 ま で

の 総 体 」 を 「karada」 とい う。 こ の 「karada」

を漢 字 の 「体(taiま た はkarada)」 で 記 した

場 合,そ れ は,体 重,体 調,体 型 の よ う に 「心

魂 」 や 「精 神 」 を 除 い た 「物 体 」 や 「生 体(生

物 体)」 と して のrkarada」 を 意 味 す る。 こ れ

は,英 語 のbodyに 相 当 す る。

　 こ れ に 対 して,大 和 言 葉 に は,生 物 や 人 問 の

内実 を意 味 す る 「み(mi)」 とい う概 念 も あ り,

「身 」 「実 」 「味 」 等 の 漢 字 が あ て られ て き た 。

こ の うち 「身」 は,人 間 の 内 実 で あ る生 命,肉,

心,社 会 的 立 場,人 格 な どを 意 味 す る。 そ して,

こ の 「身」 と 「体 」 を合 わせ た 「身体 」(shintai

た だ し意 味 か らkaradaと"あ て よ み"す る こ

と もあ る)は,人 間 の諸 内 実 を伴 っ た 「karada」

を意 味 す る。 英 語 に は こ れ に 相 当 す る語 が な い 。

　 ま た,「 体 」 に 「肉 」(niku)を 合 わ せ て 「肉

体 」(nikutai)と もい う。 「肉 体 」 に は,心 や

社 会 的 立 場 や 人 格 の 意 味 は 無 く,生 物 体 と して

のkarada,ま た は 生(食 ・性 な ど)の 衝 動 や

欲 望 を もつkaradaを 意 味 す る。

　 この よ う に,Bodyに 対 応 す る 漢 字 は,「 体 」

で あ り,bodyに は 大 和 言 葉 の 「karada」 や

「身 」 が もつ 意 味 が 含 まれ な い(原 田2006a)。

　 この 英 語 と 日本 語 の語 義 の ズ レ,つ ま り文 化

観 の ヅ レ を認 識 しな い と き,訳 語 が一 入 歩 き を

す る こ とに な る。

　 こ の こ と が,後 述 す る 「身 体 技 法 」 や 「ボ

デ ィ ワ ー ク」 と い う用 語 の 適 切 な使 用 にお い て
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ボ デ ィワー ク と,　 丁 技 法 とソマ テ ィク スの 語 義

も問 わ れ る こ と に な る。

3.身 体 技 法

　 身 体 技 法 と は.モ ー スM.(Marcel　 Nlauss

172-1.950)が1936年 に文 化 に 規 制 され る動 き

の こ と をtechnique　 de　Corpsと 名 づ け,「 動 き

方 」 の 研 究 の 重 要 性 を世 に 問 う た(寒 川1998)

こ と に始 ま る 。 英 語 で は,フ ラ ンス語 の 直 訳 で

あ るtechnique　 of　the　Body,あ る い はbody

teehniquesと 表 記 さ れ る 。 日本 語 で は,由 口

ら(1976)に よ っ て,「 身 体 技 法 」 と訳 され た 。

techniqueが 「技 術 」 と訳 さ れ ず に,「 技 法 」

と訳 さ れ た 。 そ れ は,techniqueの 語 源 と な っ

て い る ギ リ シ ャ語 「テ ク ネ(techne)」 の 訳 語

が,ア ー トの 語 源 で あ る ラ テ ン語 「ア ル ス

(art)」 で あ る こ とか ら も明 らか な よ う に,「 身

体 技 法 」 とい う もの が,ア ー トとテ クニ ー ク の

両 面 を も ち,自 然(物 質 世 界)と 社 会(生 活 世

界)の 双 方 に 開 か れ た性 格 を もつ もの だ か らで

あ る 。

　 そ の 定 義 は,「 人 間 が そ れ ぞ れ の社 会 で 伝 統

的 な 態 様 で,そ の 身 体 を用 い る仕 方 」 で あ り,

「歩 き振 り」 「す わ り方 」 「食 事 の と り方 」 「休 息

の と り方 」 な ど,入 間 が そ れ ぞ れ の社 会 で伝 統

的 に 継 承 して きた 身 体 の 用 い 方 で あ り,特 定 の

「社 会,教 育,世 間 の し き た り,流 行,威 光 と

と も に 変 化 す る 」 も の と捉 え る(山 口 と有 地

1976)。 モ ー ス は,「 身体 技 法 を 『全 体 的 社 会 的

現 象 』 と捉 え,解 剖 学 的 ・生 理 学 的視 点,心 理

学 的 視 点,社 会 学 的 視 点 の 三 重 の視 点 か ら 『動

き方 』 の 研 究 の 重 要 性 を 世 に 問 う た の で あ る

(野村1983)」 。 ボ ア ズF.(Frans　 Boas　 1845-

1942)の 「運 動 習 慣(motor　 habits)」 に類 似

す るが,し か し,身 体 技 法 の ほ うが よ り全 体 的

社 会 現 象 と して 捉 え て い る 。

　 具 体 的 に い う と,「 身 体 技 法 」 と は,あ る 社

会 や 民 俗 に 特 有 の 「日常 生 活 の 中 の 姿 勢 や 動

作 」 を 指 す 。 た と え ば,「 正 座 」 や 「脆 座(爪

先 を 立 て た 正 座)」 な どの 座 り方 や 「す り足 」

「ナ ンバ 」 とい わ れ る歩 き方 は 日本 の 身 体 技 法

で あ る。 そ して こ れ が,そ の 社 会 で 生 み 出 され

た運 動 競 技 や 芸 能 等 の 中 に 「身体 の 使 い 方 」 の

技法 となって流れている。

　 これに対 して 「身体文化」 とは,最 も広い意

味での身体に関する生活や労働や娯楽の様式。

健康法や美容法などの風俗や習俗の総体を指す。

具体的にいうと,日 本でいえば履物の脱 ぎ履 き

などの日常行為から,中 国でいえば太極拳や気

功などが含まれる。

　箸 を例に,身 体文化 と身体技法について述べ

よう。中国も韓国も日本 と同じように箸を用い

る。が,し か し,形 状が異 なる。 日本の箸は

「はさむ,つ まむ,す くう,裂 き分ける,刺 す

など」ができる。先が とがっていない申国箸や

平べ ったい韓国箸にはこのような使い方はでき

ない。どちらも 「箸を使 う」身体文化であるが,

身体技法が異なる。 日本には,道 具 としては未

完だが身体技法を用いることによって道具が道

具 と して機能す るという 「一器多用の身体文

化」註2がある。包丁,日 本刀,大 工道具等の道

具 も同じく,道 具に道具 としての機能を発揮 さ

せ るには,「 一器多用 という身体文化」に 「規

制 された動 き方」すなわち,身 体技法を学ばな

ければならない。

　太極拳や気功な どを 「東洋の身体技法」 と

いった時,そ れは,「 東洋 という身体文化」が

あ り,そ れに 「規制される動 き方」があるとい

う前提にたつ。果た してあるか。「気功」「太極

拳」「ヨガ」等は,そ れを生み出 した文化圏の

身体文化である。文化 としての共通 【生をどう捉

え,そ の文化が 「動き方」 としてどう動 きを規

制するのか,そ こが明確でなければならない と

考 える。

　次にボディワークについて述べよう。

4.ボ デ ィワ ー ク(bodyw◎rk)の 語 義

4.壌 　 語 の 起 源

　 ボ デ ィワ ー ク とい う語 の 起 源 は定 か で は な い

(原 田2006a)。1970年 代 に 生 ま れ た よ うで あ る。

X1960年 代 以 降 の ア メ リ カ に お い て,既 成 の 価

値 観 を 問 い 直 そ う と い う,い わ ゆ る カ ウ ン

ター ・カ ル チ ャー の 動 向 の 中 で,人 間 の 潜 在 的

能 力 や 可 能 性 を模 索 す る 積 極 的 な 運 動 で あ る

ヒ ュ ー マ ン ・ポ テ ン シ ャ ル ・ム ー ヴ メ ン ト
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発 達 教 育 学 部 紀 要

(Human　 Potential　 Movement)が 興 隆 した 。

そ の流 れ の な か で,1970年 代 初 期 以 降 に入 っ て

造 語 さ れ た よ うで あ る(グ ラバ ア1991)。 」

「1970年 代 後 半 頃 に 瞑 想 の 指 導 者 や セ ラ ピ ス ト

の 問 で 使 わ れ て い た よ うで あ る(中 川1992)。 」

「当 時 は主 に,瞑 想 に 適 した ボ デ ィの コ ン デ ィ

シ ョ ンの た め の体 操 の よ う な も の を 指 して い た

ら し い 。 ボ デ ィ ワ ー ク が 言 語 的 コ ミュ ニ ケ ー

シ ョ ンだ け で な く身 体 の運 動 を活 用 して 心 理 状

態 を安 定 させ る こ と に寄 与 し て い た ら しい(中

ネ寸1992)。 」

　 1990年 に情 報 誌 「フ ィ リ」 が 定期 刊 行 され た 。

定 期 刊 行 の 目的 は,ニ ュ ー エ イ ジ ・ム ー ブ メ ン

ト,精 神 世 界,ト ラ ンス パ ー ソ ナ ル 心 理 学 に 関

す る ワー ク シ ョ ッ プや セ ミナ こ の リ ア ル タイ ム

な情 報 の 発 信 で あ っ た。1992年 に 「ボ デ ィ ワー

ク ・セ ラ ピ ー 　か らだ と こ こ ろ の バ ラ ンス をた

もつ36の 方 法 」 が 出版 され た。1995年 に は フ ィ

リ(Fili)別 冊 保 存 版 「癒 し と気 づ き の ワ ー ク

シ ョ ッ プ」 が発 売 に な っ た 。 こ の カ タ ロ グ 本 は

増 刷 を重 ね た 。96,97年 に は そ の カ タ ロ グ に掲

載 され た もの を体 験 で き る フ ェ ス テ ィバ ル が 開

催 され た。 そ して,99年 に は 第4版 が 出版 され

た 。 そ の 約10年 後2002年 に終 刊 し,Webサ

イ トの 展 開 に 移 行 した 。

　 専 門誌 で は,1998年 に 日本 体 育 学 会 編 集 「体

育 の 科 学 」 に 「ボ デ ィ ワー ク の 世 界 」 が 特 集 さ

れ た 。

　 これ らか ら,日 本 にお け る90年 代 中 盤 の興 隆

を うか が う こ とが で きる。

　 で は,デ ィワ ー ク とは何 か,に つ い て で あ る。

4.2　 ボッデーワークの語義

4.2.1　 日本における使用

　山口(1998)は,体 育の科学の特集紙上 「ボ

デイワークの現在」において,以 下のように定

義 している。「古 より人間のか らだに備わって

いる治療系をうまく働かせ る方法,特 に,身 体

の自然性 を回復 させ る代替療法(alternative

methods)に 関わる身体技法 として広 く捉 え

る。」「身心の全体性や自然の秩序(治 癒力)を

取 り戻す方法という共通性があれば広い意味で

ボディワークの中に入れられる。」 このように,

山口は,代 替療法,治 療 に傾いた解釈をしてい

る。加えて,ボ デ ィワークを身体技法の一部と

捉 えている。

　一方,グ ラバア(1991)は,「 か らだを通 し

て自己理解 を深め,自 己成長をはかる過程であ

ると述べる。中川(1992)も,治 療よりもっと

大きな視野で次のように述べる。「ボデ ィワー

クでは,ワ ークをすることによって不 自然で不

必要な緊張を解いて,長 年つ くりあげてきた望

ましくない習慣や条件づけを解除 し,身 体が本

来の機能を果たせるように導 く」。では,組 織

図1　 1992年 出版 図2　 1995年 出版 図3　 ..;年 出 版
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ボデ ィ ワー ク と,身 体技 法 と ソマ テ ィクス の語 義

の 見 解 は ど うで あ ろ うか 。

【日 本 ボ デ ィ ワ ー ク 振 興 協 会(ボ デ ィ ワ ー ク

ジ ャパ ン)の 定 　 1

　 心 と体 の 精 神 の調 和 を図 り,自 己 に対 す る気

づ き を深 め る た め に(目 的),特 定 の 身 体 動 作

ま た は,手 技 に よっ て 体 に直 接 また は 聞接 的 に

働 きか け(手 段),個 入 セ ッ シ ョ ン,ま た は グ

ル ー プ セ ッ シ ョ ンの い ず れ か の 方 法(形 態)で

行 わ れ るヘ ル ス ケ ア ー の 一 環 と して 体 系 化 さ れ

た もの,と 定 義 す る。

　 日本 ボ デ ィワ ー ク振 興 協 会 は 鎌 田麻 莉 が 創 始

した。 彼 女 は,1990年 に米 国 カル フ ォル ニ ア州

の エ サ レ ン研 究 所 に お い て,(R)ボ デ ィ ワ ー

ク 資 格 認 定 コ ー ス の ト レー ニ ン グ(マ ッサ ー

ジ)を 受 け 資格 認 定 され た 。2年 後 に 帰 国 し,

1998年,日 本 に お い い て エ サ レ ン ・ボ デ ィ ワ ー

ク養 成 に力 を注 ぐよ う に な る 。1999年,ボ デ ィ

ワ ー ク ジ ャパ ン を開 始 し,資 格 認 定 コー ス を 主

催 す る よ う に な る。

　 こ の こ とが 影 響 し て,日 本 に お け る ボ デ ィ

ワ ー クの 意 味 が,マ ッサ ー ジ を主 体 とす る 手技

に傾 くこ とに 成 っ て い っ た と思 わ れ る。

4.2.2　 米 国 の この 分 野 の 文 献 に 見 る語 義

　 「Job's　Body」 の 著 者Deane　 Juhan(1987)は,

「私 は,一 般 的 で 多 様 な操 作 的 セ ラ ピ ー よ りも

む し ろ 鎮ボ デ ィ ワ ー ク』 とい う ター ム を好 ん で

用 い る(lwm　 use　the　 term"bodvuTork"to

prefer　 generally　 to　a　wide　 variety　 of

manipulative　 therapies)」 と述 べ,技 術 に 富 ん

だ接 触(skillful　 touch>と して ボ デ ィ ワ ー ク と

い う タ ー ム を用 い て い る 。 彼 も また エ サ レ ン研

究 所 に て学 ん で い る 。

　 1990年 代 半 ば に は 異 な っ た見 解 が 示 さ れ る。

1996年 に,ボ デ ィ ワ ー ク に 関 す る 百 科 事 典

rThe　 Encyclopedia　 of　Bodywork　 from

Acupressure　 to　Zone　 Therapy」 が 出 版 され た。

そ れ に は,紀 元 前3000年 か ら今 日 ま で の ざ っ と

300種 類 が 掲 載 され て い る(後 述 の 表2参 照)。

著 者Elaine　 Stillermanは,　 r私 は,ボ デ ィ ワ ー

ク とい う ター ム に つ い て,以 下 の 全 て,す な わ

ち,手 技(hands-on　 therapres),動 きの 再 教 育

シ ス テ ム(movement　 reeducation　 system.,心

理 的 な技 法(psychological　 tiechniques),形 而

上 学 の 抽 象 的 で 生 命 力 に あ ふ れ た 方 法

(metaphysical　 and　 energetic　 modaliiies)を 含

む もの と して ひ ろ く捉 え,そ して.身 体 ・こ こ

ろ ・精 神 ・感 情(body/mind/Sprit/emotion)

は ひ とつ で あ る と認 識 して い る」 と 自著 を紹 介

す る。

　 同 じ く1996年,Mirka　 Knasterが 「身 体 の知

の 発 見Discoverl簸g　 the　Body's　 wisdom」 を 出

版 した 。 この 本 は 「痛 み を和 らげ,ス トレ ス を

軽 滅 し。 健 康 と魂 の 成 長 と内 な る平 和 を促 進 す

る とい う心 身 プ ラ ク テ ィス よ り も,も っ と包 括

的 な ガ イ ド」 で あ る と表 紙 上 に述 べ る註3。 しか

し,カ ス ター は,ボ デ ィ ワ ー ク とい う語 を用 い

ず に,「 ボ デ ィ ウ ェ イ ズbodyways」 とい う語

を創 出 し た(lcreated　 the　term　 bodyv～・ays)◎

なぜ,ボ デ ィウ ェ イズ と い う語 を創 出 した か で

あ る 。 「身 体 と い う 場 で の 実 践(body

practice)の フ ィー ル ドに は た くさ ん の 呼 び 名

が あ る。 あ る 実践 家 は ボ デ ィ ワー ク に従 事 す る。

そ れ は,セ ラ ピー とみ る こ と もで き る。 は た ま

た,ソ マ テ ィ ック教 育(somatic　 educati◎n),

ム ー ヴ メ ン ト ・ア ワ ェ ア ネ ス(mavement

awareneSS),構 造 的 統 合(structural

Integration),感 情 の 統 合(emotional

Integration)と もい え よ う 。」 セ ラ ピー や 教 育

が そ れ ぞ れ 別 に 実 践 の カ テ ゴ リ ー を持 ち,互 い

に 区 別 さ れ る 性 格 で あ るか ら」 「こ の 分 野 の 全

て を手 中 に す る た め 」 に 「私 はwayを 選 ん だ 」

とい う。wayに は も と も と通 り道(pathway)

や 過 程(process)と い うニ ュ ア ンス が あ る か

ら と述 べ る 。 しか しな が ら,身 体 ・こ こ ろ ・感

情 ・精 神(bady/mind/emotion/sprit)を ひ と

つ の もの と して 焦 点 を あ て て い る 点 は,ボ デ ィ

ワ ー ク を使 用 す る 百 科 事 典 の 著 者Stillerman

と認 識 を 同 じ く して い る。

　 こ れ らに 先 ん じて ダ ン ス界 で は1883年8月,

ダ ン ス ・マ ガ ジ ン(Dance　 Magaziner)が ボ

デ ィ ・セ ラ ピ ー と モ ダ ン ダ ン サ ー(body

therapy　 and　 the　modern　 dancer)と い う特 集

を した 。 こ こ に もボ デ ィ ワ ー ク とい う語 は用 い

られ て い ない 。 この 特 集 は,　 ./年 の2月 か ら
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7月 ま で の 下 記 に示 す 各 領 域 の 説 明 と そ の パ イ

オ ニ ア に イ ン タ ビ ュ ー した6回 シ リ ー ズ を 一 一冊

に再 掲 載 した も の で あ る。 そ の 理 由 は,多 くの

人 が 再 掲 を 求 め た こ と,加 え て,こ の3年 間 で

ダ ンサ ー を め ぐる状 況 が 変 化 した こ と もあ る と

い う。 と りあ げ られ た の は,イ ルマ ガ ー ド ・バ

タ ー ニ フ ・フ ァ ン ダ メ ン タ ル(lrmagard

Bartenieffs　 fundarnentals),ア レ クサ ン ダー ・

テ ク ニ ー ク(The　 Alexander　 Technique),

フ ェ ル デ ン ク ラ イ ス ・ メ ソ ッ ド(The

Feldenkrais　 method),イ デ オ キ ネ シ ス

(ldeokinesis)で あ る 。1991年,ダ ンス 領 域 か

ら,ボ デ ィ ワー ク に 関 連 した 論 考 「ダ ンス につ

い て の 科 学 と ダ ンス の概 観(An　 Overview　 of

the　Science　 and　 Somatics　 of　Dance)」 が 発 表

され た(Martha　 Eddy　 1991)。 エ デ ィは 「ソマ

テ ィ ク ス は,一 般 に な じみ が な い 用 語 で あ るが,

この 分 野 は 以 下 の よ う な様 々 な 名 前 を持 つ 」 と

し て以 下 の 名 称 を 挙 げ た 。 ボ デ ィ ・セ ラ ピー,

ボ デ ィ ワ ー ク,手 技,身 心 原 理(body-m三nd

disciplines),心 身 統 合(wind-body

Integration),動 き の セ ラ ピ ー(movement

iherapy),ソ マ テ ィ ッ ク ・セ ラ ピ ー,ム ー ヴ

メ ン ト ・ア ウ ェ ア ネ ス,運 動 教 育(movement

education),そ し て他 に も。 「これ らの 区 別 を

め ぐっ て 多 くの専 門化 が 議 論 して き た が,こ れ

ら の 様 態 は,ア レ クサ ン ダ ー ・テ ク ニ ー ク,

フ ェ ル デ ン ク ラ イ ス ・メ ソ ッ ド,ロ ル フ ィ ング

(Rolfing),セ ンサ リー ・ア ウ ェ ア ネ ス,イ デ

オ キ ネ シ ス,ボ デ ィ/マ イ ン ド ・セ ン タ リ ン グ

(Body-Mi負d　 Ce蟹ering),バ ー タニ フ ・フ ァ ン

ダ メ ン タル ス,ト レ ガー ス ・メ ンタ ス テ ィ ク ス

(Trager's　 Mentas℃ics),ソ マ テ イ ッ ク ・セ ラ

ピ ー,ヘ ラ ー ワ ー ク(Keller　 work)他 を 含 む

す べ て を 包 含 した 。 これ らの 多 くの 分 野 にお い

て ～ つ だ け シ ェ ア ー で きた の が 完 全 な シス テ ム

と し て の"ソ ー マ(soma)"に 対 す る 理 解 で

あ っ た」 と,ソ ー マ で 包 摂 で き る と述 べ る。 つ

ま り,ボ デ ィ ワ ー ク と い う語 は ソ マ テ ィ ク ス に

包 括 さ れ る語 で あ る とい う位 置 づ け で あ る。

　 ソ マ テ ィ ク ス とい う語 も,ボ デ ィ ワー ク 同様

1970年 代 後 半 に創 出 さ れ た 語 で あ る。 ボ デ ィ

ワークは定義が曖昧なまま一部の入々によって

使用されていたが,ソ マティクスは学問領域名

として創出された。

5.ソ ー マ と ソ マ テ ィ ク ス

5.1　 ソ ー マ とは

　 ソ マ テ ィ ク ス は,ハ ナT.(Thomas　 Hanna

1928-199Q)が 「Bodies　in　Revolt(1970)」 の

著 ・書 の 中 で 初 め て 「ソー マJと い う語 を用 い,

そ の 後,研 究機 関 誌 「ソマ テ ィ クス(Somatics:

Magazine-Journal　 of　the　 Bodily　 Arts　 and

Sciences,1976)」 を発 行 した こ とに は じま る 。

ギ リ シ ャ語 の 「身体 」 に 由来 す る 語 「ソー マ」

に,新 た な意 味 を付 加 し た の で あ る 。 ソー マ は,

一 言 で い え ば
,「 生 きて 働 い て い る全 体 と して

の 身体(the　 livi鍛g　body　 as　its　wholeness)」 で

あ る 。 「人 間 は,ソ ー マ と して,自 ら気 づ き,

感 じ,動 き 変 化 し て い け る 存 在 で あ る(as

Sama,　 one　 is　a　seif　awareness,　 self-sensinb,

seif-moving,　 seif-dranging　 arganism)」 とい う。

彼 は,ソ ー マ を以 下 の よ う に ボ デ ィ と区 別 して,

身 体 の 捉 え方 を提 案 し た(☆ 原 田 訳2001)。

☆ ホ リス テ ィ ッ クに 捉 え る

　 「こ こ ろ(wind)で も,体(body)で も な い,

これ ら二 つ よ り もは る か に包 括 的 な何 か,そ れ

が 『ソ ー マ 』 で あ る。 そ れ は,全 体 的 で.有 機

的 な エ ネ ル ギ ー の シス テ ム で あ り.膜 に よ っ て

取 り囲 ま れ て お り,『 精 神 的(mental　 で あ

る と と もに,『 肉 体 的(physical)』 で もあ る多

くの相 互 分 節 さ れ た機 能 に よ っ て構 成 され て い

る。」(Hannal973,　 Th.e　Project　 of　Somatology)

☆ 生 き た過 程 と しての 機 能 的 な 存 在 と して捉 え

　 る

　 「生 き て い る有 機 体 は ソ ー マ で あ る。 す な わ

ち,そ れ は進 化 して き た過 去 や 未 来 へ の適 応 か

ら分 離 され 得 な い 統 合 さ れ た 要 索 の 総 体 を成 す

秩 序 だ っ た 『過 程(process)』 と して あ る。

ソ ー マ は時 間 を 通 じて 継 続 的 に 適 応 す る過 程 で

の各 個 人 の統 合 で あ り,生 きて い る限 りソ ー マ

と して 存 在 す る 。 そ れ は死 に 至 る と き ソ ー マ で

あ る こ と を や め て 一 つ の 肉体(abody)と な る。

ソ ー マ,す な わ ちす べ て の種 の 有 機 体 は消 耗
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補 充 と復 元 の 過 程 に お け る恒 常 的 な 統 合 の 機 能

で あ る。」(Hannal976,　 The　 Field　of　Somatics)

☆ 経 験(experience)と して捉 え る

　 「本 質 的 に 経 験 で あ る 。 ソ ー マ は 『こ こ ろ 』

で も な く,そ れ を持 つ の で もな い 。 ま た,ソ ー

マ は 『精 神(spirit)」 や 『魂(soul)』 で も な

し、○」　(Han難a1986,　 Vorhat　is　Somatics?)

☆ 人 称 知 覚 と して 捉 え る

　 「入 間 が 外 側 か ら観 察 さ れ る と き,す な わ ち

第3入 称 の 視 点 か ら観 察 され る と,人 間 の ボ

デ ィ の現 象 が 知 覚 され る。 しか し,同 じ人 闘が

そ の 入 自身 の 固 有 の セ ンス で あ る第1人 称 の 視

点 か ら観 察 さ れ る と き,異 な っ た 現 象 が 知 覚 さ

れ る 。 そ れ が ソ ー マ で あ る 」(Hanna1986,

～Vha之is　Soma�s?)

以 下 に対 照 して 示 す 。

　 Body:第3入 称 の 視 点 か ら観 察 さ れ る 計 測

　 　 　 　 され,分 析 され る対 象

　 Sonia:第1人 称 の 視 点 か ら観 察 さ れ る 一 元

　 　 　 　 的 尺 度 で計 測 分 析 不 能 な 対 象

　 こ の よ う に,従 来 の ボ デ ィ に は な い 身 体 の捉

え方 を示 し た の で あ る。

5.2　 ソ マ テ ィ ク ス とは

　 以 上 の よ うに,ハ ナ は,ソ ー マ は過 程 で あ る 。

だ か ら,「 ソ ー マ を 理 解 す る こ と は,人 生 を い

か に 生 き る か を 理 解 す る 過 程 で あ る(Hanna

1983,The　 Body　 of　Life>。」)と 捉 え る。 そ して,

そ の よ う な存 在 と して の 人 間 を研 究 す る学 問 領

域 と して,ソ マ テ ィ ク ス を次 の よ う に定 義 した 。

ソ マ テ ィ ク ス と は 「全 体 的 な存 在,つ ま り,ソ

マ テ ィ ック 分 野 を形 成 す る と考 え られ る気 づ き

(awareness),生 物 的 機 能(biolagical

functioning),環 境(environment)　 と い う三

つ の 要 素 間 の 内 的 な相 互 関 係 の ア ー トと サ イエ

ンス 」 で あ る 。 「ソ マ テ ィ ッ ク現 象,つ ま り,

自身 に よ っ て 内 側 か ら経 験 さ れ る 人 間存 在 を研

究 す る 領 域 で あ る(Hannal986,　 What　 is

Somatics?)。 」 ソマ テ ィ ッ ク な研 究,す な わ ち,

そ れ は.「 自分 自身 の 内 的 制 御 の た め の 気 づ き

と 自 己 知 覚 の 科 学 」 で あ り,そ の 方 向性 は 「生

き て働 い て い る ま ま の 身体 」 あ る い は,「 内 側

から捉えられた身体の科学」を目指 した。ソマ

ティクスは,人 間存在を全体論的立場か ら捉え,

こころとか らだの二項対立を越えて,人 間の運

動を広い意味での臨床的なアー トとサイエンス

との関わりから追求 しようとしている。

　以上の考えに立ち。ソマティック分野ではソ

マテ イック ・プ ラクテ イスあるいは.ボ デ ィ

ゥェイズという語を用いる。ボディワークの語

が持つ傾向,す なわち,ソ マティックな視点を

無視 したりあるいは軽視 した りして,身 体を物

的に捉 えることを懸念 して,意 図的にボデ ィ

ワークという語を避けている。

　さて,で は,ど んなプラクティスがあるのか,

分類の視点についてみてゆく。

6.ボ ディワー一ク,あ るいはボデ ィウェイズ,

　ソマティック ・プラクテ ィス分類の視点

　ボディワークは次のような視点から分類が試

み られている。アライメントの是正,痛 みの除

去,精 神的な開放などの主たる効果か らみた目

的別分類(表1譲 う,筋 か骨格かエネルギーか

などの働 きかける対象か らみた分類 エクササ

イズ的にワークするか手技かという方法からみ

た分類(中 川1992駐5>,年 代別分類(表2詮6),

また図4の ように身心セラピー志向 と身体治療

志向,物 理的手法とエネルギー的手法を軸に4

象限を配置す る分類図 も見 られる(フ ィリ)。

次に,ボ ディウェイズという語を創出しカンス

ターによる100弱 を対象にした分類を示 したい。

彼女は以下の7つ の視点で分類 した(表3註7)。

　 1,伝 統的なマ ッサージと今 日的なセラピー

　 2,直 立をするということに対 しての構造的

　　な接近

　 3,動 きをともなって学ぶ機能的な接近

　 4.ダ ンスから始まった西洋的なムーヴメン

　　ッ ・アー トの世界

　 5.東 洋的な文化観に基づ くエナジー ・ワー

　　皇

　 6.他 のアジア生 まれで,ア メリカに渡って

　　発展 したエネルギーシステム

　 7.体 と精神が出会う一点に集中 したシステ

　　ム
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表1各 ボデ ィワーク技 法の目的 と狙 い(江 頭1992)

受 動 的 リラ クセ イ シ ョ ン

能 動 的 リラ ク セ イ シ ョン

身体感覚への気づき

正 しいか らだの使い方

姿勢の調整

エネルギーの解放

感情の解放

気の流れの調整

自己活動の活性化

漸
進
的
弛
緩
法

マ

ッ
サ

ー

ジ

セ

ン
サ

リ

ー

・

ア

ウ

ェ
ア
ネ

ス

フ

ェ
ル

デ

ン

ク

ラ

イ

ス

・
メ

ソ

ッ
ド

ア

レ

ク

サ

ン

ダ

ー

・

テ

ク

ニ

ッ
ク

ロ

ル

フ

ィ

ン

グ

バ

イ

オ

エ
ナ

ジ

ェ
テ

ィ

ッ
ク

ヨ

ー

ガ

太
極
拳

臨
床
動
作
法

O

O 0 0 0 0 O 0 0 0

● 0 O ● 0 0 ● 0 0

0 0 ● 0 O 0 0 ● ●

● 0 0 0

0

O ●

◎ 0

0

註1.◎ 印は主 目的,● 印は主目的 と同程度に重要 なねらいを表す。
註2.「 正 しいか らだの使い方」は動作法的な表現をすれば 「適切な努力の仕方」である。

　　江頭幸晴(1992):一 般ボディワー クと臨床動作,現 代のエスプリ別冊 「健康 とスポーツの臨

　　床動作」p.43

嚢鯵のワーク耀鋤劇

エネルギー的手法…主に気 などによって体 に働 きかける方向性

物理的手法　　　…主に物理的力を体に作用させる方向性
身心セラピー指向…体 と心の関連性 を重視して身心相互的な治効 を目的 とす る方向性

身体治療指向　　…主に体の疾病,不 調などを治療することを目的とする方向性

　　　　　　　　　　　図4フ ィリ版 ボディワークのマップ1996
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表2　 年代別分類(bodywork百 科 事典 より原 田作製)

3000～2500B.C.

2500～2000B.C.

1000B.C.～0

1700　 -1800

1800～1900

1920　 -1930

1930～1940

1940-1950

1950～1960

1960～1970

1970～1980

指 圧,鍼 治療,按 摩,導 引,太 極 拳,瞑 想 法

ア ー ユ ル ヴ ェー ダ 医 学,ヨ ガ

呼吸セラピー

催眠療法

カ イ ロ プ ラ ク テ ィ ッ クや 種 々の マ ッサ ー ジ

ピ ラ テ ス メ ソ ッ ド,セ ンサ リ リ ー ・ア ウ ェ ア ネ ス

ラバ ンの 運 動 分 析 の シ ス テ ム,ア レキ サ ン ダ ー ・テ ク ニ ー ク,ト レガ ー

指圧が米国に紹介 される

バ ー タ ニ フ ・フ ァ ン ダ メ ン タ ル ス ,ロ ル フ ィ ン グ

ダ ン ス ・セ ラ ピ イ,フ ェ ル デ ン ク ラ イ ス ・メ ソ ッ ド,BMC,ハ ナ の ソ マ テ イ

ツ ク ・ メ ソ ッ ド,PNFス ト レ ッチ.新 体 道

ク ラニ オ セ イ ク ラ ム ・セ ラ ピー,操 体

表3　 Bodywaysに つ い てMirka　 knasterの 分 類(原 田 作 製)

1.Traditional　 Massage&Contemporary　 Therapy

2.3.4.Westerll　 Somatic　 Approacll西 洋 的 な ソ マ テ ィ ッ ク ・ア プ ロ ー チ

2　 　Structure　 　智孝ナ査

Rolfing(Structure　 Integration)

　 　 　 ロ ル フ ィ ン グ 構 造 的 統 合

Aston-Patterning

　 　 　ア ス ト ン ・パ タ ー ニ ン グ

Hellerwork　 ヘ ラ ー ・ワ ー ク

1Vlyofascial　 Release

　 　 　 　 　 　 　 　 筋 膜 リ リ ー ス

3　 　Fしinction　 機 能.

The　 Alexander　 Technique

ア レ ク サ ン ダ ー ・テ ク ニ ー ク

Sensory　 Awareness

　 　セ ン サ リ ー ・ア ウ ェ ア ネ ス

The　 Feldenkrais　 method

　 フ ェ ル デ ン ク ラ イス ・メ ソ ッ ド

Hanna　 Somatic　 Education

　 　 　 ハ ナ の ソ マ テ ィ ッ ク 教 育

Body-Mind　 Centering　 (BMC)

ボ デ ィ ・マ イ ン ド ・セ ン タ リ ン ク

4　 Western　 Movemellt　 Art

　 　 　 ム ー ヴ メ ン ト ・ア ー ト

Laban-Bartenieff　 fundamental

ラヴァン ・バータニフ ・ファンダメンタル

Ideokinesis　 イ デ オ キ ネ シ ス

The　 Pilates

　 　 　 　 ピ ラ テ ィ ス ・メ ソ ッ ド

Contact　 Improvisation

　 コン タク ト ・イ ンプ ロビゼー シ ョン

Continuum　 コ ン テ ィ ナ ム ン

Kinetic　 Awareness

　キ ネ テ ィ ッ ク ・ア ウ ェ ア ネ ス

Dance　 Therapy

　 　 　 　 　 　 ダ ン ス ・セ ラ ピ ー

Authentic　 Movement

オ ー セ ンテ ィ ッ ク ・ム ー ヴ メ ン ト

Skinner　 Releasing　 Technique

ス キ ナ ー ・リ リー ス ・テ ク ニ ー ク

5.Eastern　 Somatic　 Approach　 東 洋 的 な ソ マ テ ィ ッ ク ・ア プ ロ ー チ

　 ・Chinese　 中 　 国 　 中 国 マ ッ サ ー ジ,　 Chi　 Kung気 功,　 Tai　 Chi　 Chun太 極 拳,　 Do-in導 引

　 ・India　 　 イ ン ド　 Ayurvedaア ー ユ ル ・ベ ー ダ,　 Yogaヨ ガ,　 Meditation瞑 想

　 ・Japan　 　 日　 本 　 按 摩.指 圧

6.Other　 Energetic　 System...From　 Asia　 to　America

　 ・Traditional　 Thai　 Massage　 タ イ式 マ ッ サ ー ジ 　 　 　・Lomilomiロ ミ ロ ミ

　 ・Renexology(Zone　 Therapy)　 リ フ レ ク ソ ロ ジ イ　 ・Reiki霊 気

7.Convergence　 Systems(Where　 Body　 and　 Psyche　 Meet)

　 これ らの分類か ら次のことがいえる。ボディ

ワークというスタンツの分類は,そ の分類者の

立ち位置によって,偏 りが見られる。つまり効

果や治療の側面が強まった り.精 神性の側面が

強まった り,は たまた.地 域や年代等の無機的

な面が表れるかである。一方,ボ デ ィウェイズ

はwayの 字が示す ように,方 法の側面か ら分

類されている。つ まり,こ れらの技法は,視 点

次第で幾重にも分類できるという重層構造にあ

ると言える。
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7.そ れぞれの語義のまとめ

7.1　 ボディワークの語義とソマティクス

　英英辞典(Longman　 Dictionaryl6版1992)

によれば,「workは 活動であ り,そ れはか ら

だかこころかが何かを作 り出すか,あ るいは何

らかの結果を得 るためにすること」 とある。さ

らに,ボ デ ィには日本語で言うところの 「身」

の概念もないところから,ボ デ ィワークという

語 には,言 語的には 「身体 という場です るこ

と」以上の意味はないと見てよいだろう。 しか

し,ほ ぼ同じ時期にソマティクスとい う新 しい

概念とともに,身 体に向ける態度の転換が提唱

されたことによって,言 語以上の意味をもつよ

うになったと思われる。ボデ ィワークが発祥 し

た時点においては,ボ デ ィワークはマ ッサージ

を中心にした手技だったようだが,心 身の捉 え

直 しの気運の中にあってボデ ィワー クにソマ

ティックな側面を重ねて用いるようになって も

不思議はない。

　語の創出は70年 代後半であるが,技 法 として

挙げられるもののほとんどがそれ以前に創出さ

れたものである。70年 代に興隆した身心の捉え

直 しの立場か ら見れば,そ れ らもまたボデ ィ

ワーク,あ るいはボディウェイズ,ソ マテ ィッ

ク ・プラクティスと位置づけたことがわかる。

　 しか し,や はり両者は区別 されるべ きだと考

える。ボディワークの語が持つ傾向を懸念する

からである。ボディワークは身体の捉え直 しを

言語上に明示 していない。 日本がこの点におい

て厳格でない所以は,Karadaが 文脈次第で限

りな く 「体」にも 「身」にも用いられるように,

日本文化が総 じて相対的であることに由来 しよ

う。このズレの 自覚がないと,ボ デ ィを日本語

のkaradaと 同一視させ,ボ ディワークとソマ

ティック ・プラクティスを区別する必然をもた

らさない。

表4　 身体 技 法 とbodyworkの 対 照(原 田2006b)

身 体技法

文 化 に規制 され る動 き

M。モ ー ス1936年 以 降

bodyworkボ デ ィワー ク

/身 体 の全体 性 を志 向

/1970年 代 後半 以 降

心身観を含む動きのその/心 身観の見直しの文脈
動き方の重要性を発信　　上に創出

三創始1879～1993)は どこに位置つ くのか,ま

た,ヨ ガ,気 功,太 極拳,な どのアジア生まれ

のこれらはどこに位置つ くのか,に ついてであ

る。

　身体技法とボデ ィワークを対照 した(表4)。

　ボディワークが もともと心 と体 を二分する思

想への対抗思想 ・対抗文化として全体性を志向

する中に生まれたのに対して,日 本で創出され

たこれらは初めか ら身体を 「一つの全体」と考

える思想的風土か ら生まれたものである。まさ

に,「文化に規制された動 き」,す なわち,日 本

の身体技法と言える。

　一方,上 記4名 の創始者は,共 通して技法と

ともに身体観そのものを再見直 し吟味 し,そ し

て両者を探求 したのである。この立場から見た

とき,こ れ らの技法 はソマティック ・プラク

ティス,ボ デ ィウェイズ以外の何者で もない。

　つ まり重層構造にあるこれらに対 し,ど の位

置か ら見るか,そ の立ち位置次第で異なってみ

えると言うことができる。

　 ヨガ,気 功,太 極拳などのアジア生 まれのこ

れ らもその地域の身体技法であ りつつ,行 う人

の取 り組み方次第でソマティック ・プラクテ ィ

ス,ボ ディウェイズと言えるのではないか.で

は,こ れらを全てボデ ィワークと呼称できるの

かである。ボディワークには,身 体をどう捉え

るかや,ど のように取 り組 むのかとい うway

やアプローチ も内包されていない。やは り,ボ

ディワークには意味において限界があると考え

る。

7.2　 ボデ ィワークの語義と身体技法

　近代になって 日本で創出された,野 口体操

(野口三千三創始1914～1998),野 口整体(野 口

晴哉創始1911～1976)か ら発展 した内観的身体

技法(野 口裕之命名1974～),操 体法(橋 本敬

7.3　 まとめ

　さて,最 後に個々の○○,○ ○法,○ ○ メ

ソッ ド等をなん と呼称 しようか。「身心技法」

も 「身」が 「心」で もあるゆえ適切ではない。

「身体技法」 も固有な専門用語 と重複するゆえ
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相応しくない。結論か ら言えば 適切 な一語の

タームは無い と言えよう。本稿では,「 技法」

と表 して きた。「ワーク」で も良いか もしれな

い。ただ,い ずれの語 も,用 いる際に,文 化観

の相違や創出の背景を自覚して慎重 に使用す る

ことが肝要だと警鐘することで本稿 を閉 じるこ

とにする。

　 なお 本稿 は,筑 波 大学 「た くま しい 心 を育 む ス

ポ ー ツ科 学 イ ノベ ー シ ョ ン:認 知 脳 科 学 の 導 入

2010～2013(BAMIS)」 の 「武 道 及 び 身体 技 法 に

み る身 心 の統 合 性 に 関 す る文 化研 究:身 体 文 化学

の展 開 」研 究 会 にお け る講 演(2010年7月)内 容

を基 盤 に,実 践 研 究 の発 表 部 分 を削 除 し加 筆 して

ま とめた もの であ る。発 表 の機会 を与 え て くだ さっ

たBAMISに 感謝 します 。

註
註 1  Nanako HARADA (1996) Improving 

 Perception of  -Karada" (The Whole Self) 
 Through  Sotai, The 4th Annual Somatics

Conference, Ohio State Universit で あ る 。

註2　 「一 器多 用 」 につ い て は,野 口裕 之(1993)

　 　 動法 と内観 的身体.体 育 の科 学43(.7,杏 林書

　 　 院,に 詳 しい壽

註3　 原 文 は,comprehensive　 guide　 to　more

　 　than　 mind-body　 practices　 that　can　relive

　 　pain,　reduce　 stress,　 and　 foster　 health,

　 　spiritual　growth　 and　inner　puceで あ る。

註4　 江頭 が どうい う意味 で 「技 法 」 と記 した か

　 　 につ い て は不 明 であ る。workの 訳語 と も考

　 　 え られ る。

註5　 申川(1992)は,「 ボ デ ィワー クの潮 流 」

　 　 と題 して,古 代 か ら現 代 に至 る ボ デ ィワ ー

　 　 ク ・セ ラ ピー見取 園 を作 成掲 載 し解 説 して い

　 　 る。様 々な ボデ ィワー クを分類 す る視点 と し

　 　 て,① 主 に治療 や健 康 の増 進 を図 る ヒー リ ン

　 　 グや ホ リス テ ィ ック ・ヘ ルス 関係 の もの　 ②

　 　心 理 的問題 を扱 うセ ラ ピー や.ボ デ ィ/マ イ

　 　 ン ド ・ワー ク　 ③ 教育 や芸術 の 分 野 におい て,

　 　 ムー ヴ メ ン トや表現 に重点 をお く もの.瞑 想

　 　 の類 を挙 げ る。

　 　 　働 きか け る対 象 に よる分類 とい う指針 も示

　 　す 。① 背骨 や骨 盤 　② 筋 肉　 ③ ツ ボ　④ 生 命

　 　 ネ ルギ ー(気 功 や ヨガ)　 ⑤ か らだの 使 い 方

　 　 (ア レクサ ンダー ・テ クニ ー ク)⑥ 身体 構造

　 　 (ロル フ ィ ング)　 ⑦ 身体機 能 を重視(フ ェル

　 　 デ ン ク ラ イス ・メ ソ ッ ド)⑧ ボ デ ィ ・ア

　 　 ゥ ェ ア ネス(セ ンサ リー ・ア ウ ェア ネ ス)

　 　⑨ 身体 感 覚(フ ォー カ シ ング)ら を例示 す る。

註6　 Stillermanの 百科事 典 巻末298～300頁 掲 載

　 　分 か ら筆 者が抜 き出 して表 に した もの であ る。

註7　 Knasterの 分類 か ら筆者 が抜 き出 して表 に

　　 した ものであ る。
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